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(57)【要約】
【課題】　印刷された画像の画質の客観的な評価を高精
度に行うことを目的とする。
【解決手段】　画像形成装置により形成される画像の画
質を評価するためにスキャナに読み取られるチャートで
あって、複数種類のパッチを含み、前記複数種類のパッ
チは、前記スキャナと前記チャートとの相対的な移動に
より単位領域ごとに読み取られ、前記単位領域に含まれ
るパッチ群の反射率の合計は略一定であることを特徴と
する。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像形成装置により形成される画像の画質を評価するためにスキャナに読み取られるチ
ャートであって、
　複数種類のパッチを含み、
　前記複数種類のパッチは、前記スキャナと前記チャートとの相対的な移動により単位領
域ごとに読み取られ、
　前記単位領域に含まれるパッチ群の反射率の合計は略一定であることを特徴とするチャ
ート。
【請求項２】
　画像形成装置により形成される画像の画質を評価するためにスキャナに読み取られるチ
ャートであって、
　複数種類のパッチと、パッチの背景領域と、を含み、
　前記複数種類のパッチは、前記スキャナと前記チャートとの相対的な移動により単位領
域ごとに読み取られ、
　前記単位領域に含まれるパッチ群及び前記背景領域の反射率の合計は略一定であること
を特徴とするチャート。
【請求項３】
　前記複数種類のパッチに含まれるパッチは、隣接する領域との反射率の差が閾値以下で
あることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載のチャート。
【請求項４】
　前記複数種類のパッチに含まれるパッチには画質の評価に用いる領域が設定され、
　前記複数種類のパッチに含まれるパッチのサイズと、前記画質の評価に用いる領域のサ
イズと、の差は閾値以上であることを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれか一項に
記載のチャート。
【請求項５】
　画像形成装置により形成される画像の画質を評価するためにスキャナに読み取られるチ
ャートを作成するための画像データを生成する画像処理装置であって、
　前記チャートにおけるパッチの配置に関する条件を設定する設定手段と、
　前記条件に基づいて、前記チャートにおけるパッチの配置を決定する配置手段と、を有
し、
　前記チャートに含まれる複数種類のパッチは、前記スキャナと前記チャートとの相対的
な移動により単位領域ごとに読み取られ、
　前記条件には、前記単位領域に含まれるパッチ群の反射率の合計が略一定となることが
少なくとも含まれることを特徴とする画像処理装置。
【請求項６】
　スキャナの色校正を行う画像処理装置であって、
　複数種類のパッチを含むチャートを前記スキャナで読み取って得られる画像データと、
前記チャートを測色計で測色して得られる測色値と、を入力する入力手段と、
　前記画像データが表す画像における各パッチに対応する領域の画素値と、前記各パッチ
に対応する測色値と、の色合わせを行う色校正手段と、を有し、
　前記複数種類のパッチは、前記スキャナと前記チャートとの相対的な移動により単位領
域ごとに読み取られ、
　前記単位領域に含まれるパッチ群の反射率の合計は略一定であることを特徴とする画像
処理装置。
【請求項７】
　画像形成装置により形成される画像の画質を評価する画像処理装置であって、
　複数種類のパッチを含むチャートを前記スキャナで読み取って得られる画像データを入
力する入力手段と、
　前記画像データが表す画像の画質を評価する評価手段と、を有し、
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　前記複数種類のパッチは、前記スキャナと前記チャートとの相対的な移動により単位領
域ごとに読み取られ、
　前記単位領域に含まれるパッチ群の反射率の合計は略一定であることを特徴とする画像
処理装置。
【請求項８】
　コンピュータを請求項５乃至請求項７のいずれか一項に記載の画像処理装置の各手段と
して機能させるためのプログラム。
【請求項９】
　画像形成装置により形成される画像の画質を評価するためにスキャナに読み取られるチ
ャートを作成するための画像データを生成する画像処理方法であって、
　前記チャートにおけるパッチの配置に関する条件を設定するステップと、
　前記条件に基づいて、前記チャートにおけるパッチの配置を決定する配置ステップと、
を有し、
　前記チャートに含まれる複数種類のパッチは、前記スキャナと前記チャートとの相対的
な移動により単位領域ごとに読み取られ、
　前記条件には、前記単位領域に含まれるパッチ群の反射率の合計が略一定となることが
少なくとも含まれることを特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
　スキャナの色校正を行う画像処理方法であって、
　複数種類のパッチを含むチャートを前記スキャナで読み取って得られる画像データと、
前記チャートを測色計で測色して得られる測色値と、を入力する入力ステップと、
　前記画像データが表す画像における各パッチに対応する領域の画素値と、前記各パッチ
に対応する測色値と、の色合わせを行う色校正ステップと、を有し、
　前記複数種類のパッチは、前記スキャナと前記チャートとの相対的な移動により単位領
域ごとに読み取られ、
　前記単位領域に含まれるパッチ群の反射率の合計は略一定であることを特徴とする画像
処理方法。
【請求項１１】
　画像形成装置により形成される画像の画質を評価する画像処理方法であって、
　複数種類のパッチを含むチャートを前記スキャナで読み取って得られる画像データを入
力する入力ステップと、
　前記画像データが表す画像の画質を評価する評価ステップと、を有し、
　前記複数種類のパッチは、前記スキャナと前記チャートとの相対的な移動により単位領
域ごとに読み取られ、
　前記単位領域に含まれるパッチ群の反射率の合計は略一定であることを特徴とする画像
処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、印刷された画像の画質評価に使用するチャートを作成する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スキャナの色校正や、印刷された画像の画質評価を行うために、複数のパッチを
含むチャートが用いられている。チャートを読み取って得られる画像においては、測定対
象のパッチ周辺の反射光が疑似信号となり、実際の値とスキャナで読み取った値とに誤差
が生じることがある。以下、この現象をフレアと呼ぶ。特許文献１は、スキャナの読取デ
ータへのフレアの影響を抑制するために、読み取られる有効領域がパッチの外縁から離間
されるようにパッチを配置する方法を開示している。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００３】
【特許文献１】特開２０１６－１１８６７４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　印刷された画像の画質を客観的に評価したい場合、チャートをスキャナを用いて測定し
て得られる測定値とチャートを目視で確認して得られる主観的な評価値とを比較すること
がある。測定値がチャート内におけるフレアのムラに影響を受けている場合、値を正確に
比較することは難しい。特許文献１は、パッチ内の局所的なフレアを抑制するようにパッ
チを配置している。しかしながら、パッチ間やスキャナの読み取り単位間など、より大き
い領域間でもフレアのムラは生じるため、高精度に画質の客観的な評価を行うことができ
ない場合があった。
【０００５】
　そこで本発明は、印刷された画像の画質の客観的な評価を高精度に行うことを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係るチャートは、画像形成装置により形成される
画像の画質を評価するためにスキャナに読み取られるチャートであって、複数種類のパッ
チを含み、前記複数種類のパッチは、前記スキャナと前記チャートとの相対的な移動によ
り単位領域ごとに読み取られ、前記単位領域に含まれるパッチ群の反射率の合計は略一定
であることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、印刷された画像の画質の客観的な評価を高精度に行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】測定対象画像及び測色値の例を示す図
【図２】フレアの影響を示す実験データの模式図
【図３】チャートの例を示す図
【図４】チャートの例を示す図
【図５】チャートの例を示す図
【図６】画像処理装置のハードウェア構成を示す図
【図７】画像処理装置の機能構成を示す図
【図８】画像処理装置が実行する処理を示すフローチャート
【図９】チャートの例を示す図
【図１０】色校正及び画質評価の処理を示すフローチャート
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。なお、以下の実施形態は
本発明を限定するものではなく、また、本実施形態で説明されている特徴の組み合わせの
全てが本発明の解決手段に必ずしも必須のものとは限らない。
【００１０】
　［第１実施形態］
　スキャナの読み取りにより得られるスキャン画像に生じるフレアには、局所的に生じる
フレアと大域的に生じるフレアとがある。例えば、図１（ａ）に示す黒ベタの印刷物の中
央部において数か所を測定した場合には、ほぼ一定の測定値が得られる。図１（ａ）の印
刷物の中央部に対応する矩形内の９か所をそれぞれ数回測定し、測定位置ごとに測定値Ｌ
＊を平均した結果を図１（ｂ）に示す。測定値Ｌ＊は明度であり、グラフの横軸は測定位
置、グラフの縦軸はＬ＊である。図１（ｂ）における測定値Ｌ＊の誤差範囲は０．２程度
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である。一方で、図１（ｃ）のように測定領域が黒ベタで、かつ、背景が白い印刷物を測
定した場合、フレアの影響により、測定領域の端部と中央部とで明度が大きく異なる。こ
のフレアを局所的なフレアと呼ぶ。また、図１（ａ）に示す黒ベタの印刷物と比較して、
背景が白い印刷物の測定領域全面において明度が持ち上がる現象が起こる。このフレアを
大域的なフレアと呼ぶ。
【００１１】
　具体的な例を、図２に示す実験データの模式図を用いて説明する。以下、スキャナの読
み取り素子が配列されている方向を主走査方向と呼び、スキャナ又は印刷物が読み取りの
ために移動する方向を副走査方向と呼ぶ。図２（ａ）に主走査方向における明度Ｌ＊を測
定した結果を示し、図２（ｂ）に副走査方向における明度Ｌ＊を測定した結果を示す。測
定値２０１及び測定値２０３は測定領域の背景が白い場合の測定値を示し、測定値２０２
及び測定値２０４は測定領域の背景が黒い場合の測定値を示している。尚、フレアの影響
がない場合、黒の明度Ｌ＊は約５、白の明度Ｌ＊は約９５であるものとする。
【００１２】
　図１（ａ）に示す測定領域の背景が黒い印刷物の場合には、図２の測定値２０２及び測
定値２０４のように、測定位置に依らずに明度はＬ＊＝５に近い値となる。一方で、図１
（ｃ）に示す測定領域の背景が白い印刷物の場合には、図２の測定値２０１及び測定値２
０３のように、局所的なフレアの影響で測定領域の端部における明度Ｌ＊が測定領域の中
央部における明度Ｌ＊より大きくなっていることがわかる。また、測定値２０１及び測定
値２０３は、測定値２０２及び測定値２０４と比べて、測定領域全面において明度Ｌ＊が
持ち上がっていることがわかる。
【００１３】
　フレアは、測定対象のパッチ周辺の反射光が疑似信号となることによって生じる。この
ため、フレアの影響度合いは、測定対象のパッチ周辺の反射率に応じて変わる。図３に示
すチャートのように、副走査方向に濃度順にパッチが配置されている場合、スキャナの読
み取り単位で大域的なフレアの影響度合いが異なる。スキャナが主走査方向の１ラインご
とに読み取りを行う場合、ライン３０１における大域的なフレアの影響度合いは、ライン
３０２における大域的なフレアの影響度合いよりも大きい。このように、大域的なフレア
の影響度合いがライン間で異なる場合、大域的なフレアのムラによる影響を受けるために
、客観的な評価値の精度が低下する。
【００１４】
　そこで、本実施形態においては、スキャナの主走査方向における１ライン上のパッチの
反射率の合計がチャートにおいて一定となるようにパッチを配置する。尚、スキャナは１
ラインごとに読み取りを行うものとする。この時、図２の例を示して前述した通り、フレ
アの影響度合いはある距離で急激に減衰し、それ以降は急激な変化はせず、十分遠方まで
及ぶことがわかっている。フレアの影響度合いが反射率に比例するものとすると、スキャ
ナの主走査方向における１ライン全体の合計反射率が一定であれば、フレアの影響度合い
が全体で一定になると考えられる。
【００１５】
　本実施形態において作成するチャートの例を、図４を用いて説明する。図４における水
平方向が主走査方向であり、水平方向に垂直な方向が副走査方向である。図４のチャート
４１０は、主走査方向の合計反射率がどのラインでも一定になるようにパッチが配置され
ている。チャート４１０においては、主走査方向のパッチの合計反射率が１３０になるよ
うにパッチが配置されている。パッチ４０３とパッチ４０７とパッチ４０４との合計反射
率は１３０である。パッチ４０２とパッチ４０８とパッチ４０５との合計反射率も１３０
である。パッチ４０１とパッチ４０９とパッチ４０６との合計反射率も１３０である。尚
、背景領域４００の反射率は５０である。
【００１６】
　しかし、図４のようにパッチの組み合わせのみで主走査方向の合計反射率を一定にでき
ない場合がある。この場合は、背景領域の反射率を主走査方向のラインごとに変化させる
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ことにより、主走査方向の合計反射率を一定にする。図５に、背景領域を含めた主走査方
向の合計反射率が一定であるチャート５００の例を示す。主走査方向のパッチの合計反射
率は、１ライン目から順に１５０，２７５，３２５，１７５，５０である。これらの違い
を相殺するように背景色が設定される。具体的には、背景領域からの反射率の寄与は、１
ライン目から順に１７５，５０，０，１５０，２７５となる。
【００１７】
　以上のようなチャートを用いることにより、大域的なフレアのムラによる影響がチャー
ト内で略一定になるため、印刷された画像の画質評価を高精度に行うことができる。以下
、チャートを作成するための画像データを生成する画像処理装置について説明する。
【００１８】
　＜画像処理装置のハードウェア構成＞
　図６は画像処理装置１のハードウェア構成を示すブロック図である。画像処理装置１は
、ＣＰＵ６０１、ＲＯＭ６０２、ＲＡＭ６０３を備える。また、画像処理装置１は、ＶＣ
（ビデオカード）６０４、汎用Ｉ／Ｆ（インターフェース）６０５、ＳＡＴＡ（シリアル
ＡＴＡ）Ｉ／Ｆ６０６、ＮＩＣ（ネットワークインターフェースカード）６０７を備える
。
【００１９】
　ＣＰＵ６０１は、ＲＡＭ６０３をワークメモリとして、ＲＯＭ６０２、ＨＤＤ（ハード
ディスクドライブ）６１３などに格納されたＯＳ（オペレーティングシステム）や各種プ
ログラムを実行する。また、ＣＰＵ６０１は、システムバス６０８を介して各構成を制御
する。尚、後述するフローチャートによる処理は、ＲＯＭ６０２やＨＤＤ６１３などに格
納されたプログラムコードがＲＡＭ６０３に展開され、ＣＰＵ６０１によって実行される
。ＶＣ６０４には、表示装置６１５が接続される。汎用Ｉ／Ｆ６０５には、シリアルバス
６０９を介して、マウスやキーボードなどの入力デバイス６１０や画像形成装置６１１が
接続される。ＳＡＴＡＩ／Ｆ６０６には、シリアルバス６１２を介して、ＨＤＤ６１３や
各種記録メディアの読み書きを行う汎用ドライブ６１４が接続される。ＮＩＣ６０７は、
外部装置との間で情報の入力及び出力を行う。ＣＰＵ６０１は、ＨＤＤ６１３や汎用ドラ
イブ６１４にマウントされた各種記録メディアを各種データの格納場所として使用する。
ＣＰＵ６０１は、プログラムによって提供されるＵＩ（ユーザインターフェース）を表示
装置６１５に表示し、入力デバイス６１０を介して受け付けるユーザ指示などの入力を受
信する。
【００２０】
　＜画像処理装置の機能構成＞
　図７（ａ）は画像処理装置１の機能構成を示すブロック図である。ＣＰＵ６０１は、Ｒ
ＡＭ６０３をワークメモリとして、ＲＯＭ６０２又はＨＤＤ６１３に格納されたプログラ
ムを読み出して実行することによって、図７（ａ）に示す機能構成として機能する。尚、
以下に示す処理の全てがＣＰＵ６０１によって実行される必要はなく、処理の一部または
全てがＣＰＵ６０１以外の一つまたは複数の処理回路によって行われるように画像処理装
置１が構成されていてもよい。
【００２１】
　画像処理装置１は、条件設定部７０１と、配置部７０２と、形成制御部７０３と、を有
する。条件設定部７０１は、作成するチャートの用紙サイズや階調数などの基本条件の設
定を行う。また、条件設定部７０１は、フレアの影響を低減するための制約条件の設定を
行う。本実施形態における条件設定部７０１は、ユーザの指定に応じた値を、用紙サイズ
や必要な階調数などの情報として取得する。尚、予め定められたパラメータセットをテキ
ストやバイナリのファイル形式で取得してもよい。配置部７０２は、条件設定部７０１に
よって設定された条件に基づいて、チャートにおけるパッチや背景色の配置を行い、チャ
ートに対応する画像データを生成する。形成制御部７０３は、チャートに対応する画像デ
ータに基づいて、画像形成装置６１１を制御し、記録媒体上にパッチ及び背景領域を形成
する。
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【００２２】
　＜画像処理装置が実行する処理＞
　図８（ａ）は画像処理装置１が実行する処理を示すフローチャートである。以下、各ス
テップ（工程）は符号の前にＳをつけて表す。
【００２３】
　Ｓ８０１において、条件設定部７０１は、チャートの作成における基本条件を設定する
。ここで設定される基本条件は、用紙サイズ、解像度、諧調数、測定領域サイズである。
本実施形態においては、用紙サイズにはＡ４、解像度には８００ｄｐｉ、階調数には単色
１６階調、測定領域サイズには１０００ｐｉｘｅｌ×１０００ｐｉｘｅｌが設定される。
【００２４】
　Ｓ８０２において、条件設定部７０１は、制約条件を設定する。本実施形態における制
約条件は、スキャナの主走査方向の合計反射率がチャートにおいて一定となることである
。Ｓ８０３において、配置部７０２は、Ｓ８０１及びＳ８０２において設定された条件に
基づいて、チャートにおけるパッチの配置を決定する。Ｓ８０４において、配置部７０２
は、Ｓ８０３において配置されたパッチの反射率に基づいて、背景色の設定を行う。
【００２５】
　Ｓ８０５において、配置部７０２は、パッチ及び背景色が配置されたチャートがＳ８０
２において設定された制約条件を満たしているか否かの判定を行う。制約条件を満たして
いると判定した場合には処理をＳ８０６に進め、制約条件を満たしていないと判定した場
合には処理をＳ８０３に戻してパッチの再配置や背景色の変更を行う。Ｓ８０６において
、形成制御部７０３は、パッチ及び背景色が配置されたチャートを表す画像データに基づ
いて、画像形成装置６１１を制御し、記録媒体上にパッチ及び背景領域を形成する。
【００２６】
　＜第１実施形態の効果＞
　以上説明したように、本実施形態において作成されるチャートは、画像形成装置により
形成される画像の画質を評価するためにスキャナに読み取られるチャートであって、複数
種類のパッチを含む。複数種類のパッチは、スキャナとチャートとの相対的な移動により
単位領域ごとに読み取られ、単位領域に含まれるパッチ群の反射率の合計は略一定である
。これにより、大域的なフレアのムラによる影響がチャート内で略一定になる。よって、
印刷された画像の画質の客観的な評価を高精度に行うことができる。
【００２７】
　＜変形例＞
　本実施形態において作成されるチャートの例として、図４及び図５に１色のモノクロ画
像を示したが、色成分を有するパッチの場合には、Ｒ，Ｇ，Ｂ各チャンネルに対して、ラ
イン間の合計反射率が等しくなるようにパッチや背景領域の設定を行えばよい。
【００２８】
　本実施形態においては、生成した画像データに基づいてチャートを作成したが、生成し
た画像データをＨＤＤ６１３などの記憶装置に出力して処理を終了してもよい。
【００２９】
　［第２実施形態］
　第１実施形態においては、スキャナの主走査方向における１ライン上のパッチの反射率
の合計がチャートにおいて一定となるようにパッチを配置した。本実施形態においては、
さらに、パッチの反射率と該パッチに隣接する領域の反射率との差が閾値以下であり、か
つ、パッチサイズが測定領域よりも十分大きくなるようにパッチを配置する。
【００３０】
　スキャナの主走査方向における局所的なフレアは、副走査方向に比べて長距離に及ぶこ
とがわかっている。主走査方向における局所的なフレアの及ぶ範囲ＤＴを抑制するために
、隣り合う領域との反射率の差が閾値以下になるようにパッチを配置する。また、局所的
なフレアの及ぶ範囲ＤＴに色校正や画質評価のための測定領域が含まれないように、パッ
チサイズを設定する。本実施形態において作成するチャートの例を図９に示す。図９のチ
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ャート９００における斜線部はパッチの背景領域として、ある濃度を有する領域である。
背景領域の内側にある正方形の領域がパッチであり、パッチの内側にある太線の正方形の
領域が測定領域である。パッチ間又は、パッチと背景領域との反射率の差が閾値以下とな
るように、例えば、図９のパッチ９０２は、パッチ９０１、パッチ９０３、背景領域９０
４、背景領域９０５のどの領域との反射率の差も閾値以下となるように配置される。さら
に、パッチサイズは、測定領域の上下左右に、ＤＴ以上の幅の領域を有するように設定さ
れる。
【００３１】
　以上のようにパッチを配置することにより、大域的なフレアのムラによる影響をチャー
ト内で一定にしつつ、局所的なフレアを抑制することができる。尚、本実施形態における
画像処理装置１の構成は第１実施形態における画像処理装置１の構成と同等であるため、
説明を省略する。以下において、本実施形態と第１実施形態とで異なる部分を主に説明す
る。
【００３２】
　＜画像処理装置が実行する処理＞
　本実施形態における処理は、第１実施形態の処理と図８（ａ）のＳ８０２における制約
条件が異なるため、Ｓ８０２について説明する。Ｓ８０２において、条件設定部７０１は
、制約条件を設定する。本実施形態における制約条件の数は３つである。１つ目の制約条
件は、スキャナの主走査方向の合計反射率がチャートにおいて一定となることである。２
つ目の制約条件は、パッチ間又は、パッチと背景領域との反射率の差が閾値以下となるこ
とである。３つ目の制約条件は、パッチサイズと測定領域サイズとの差は閾値以上となる
ことである。
【００３３】
　＜第２実施形態の効果＞
　以上説明したように、本実施形態において作成されるチャートは、以下の３つの制約条
件を満たすようにパッチが配置されている。１つ目の制約条件は、スキャナの主走査方向
の合計反射率がチャートにおいて一定となることである。２つ目の制約条件は、パッチ間
又は、パッチと背景領域との反射率の差が閾値以下となることである。３つ目の制約条件
は、パッチサイズが測定領域よりも十分大きいことである。これにより、大域的なフレア
のムラによる影響をチャート内で一定にしつつ、局所的なフレアを抑制することができる
。よって、印刷された画像の画質の客観的な評価を高精度に行うことができる。
【００３４】
　［第３実施形態］
　本実施形態においては、上述した実施形態において作成したチャートを用いて、スキャ
ナの色校正及び印刷された画像の画質評価を行う。尚、本実施形態における画像処理装置
１のハードウェア構成は第１実施形態における画像処理装置１のハードウェア構成と同等
であるため、説明を省略する。以下において、本実施形態と第１実施形態とで異なる部分
を主に説明する。
【００３５】
　＜画像処理装置の機能構成＞
　図７（ｂ）は画像処理装置１の機能構成を示すブロック図である。ＣＰＵ６０１は、Ｒ
ＡＭ６０３をワークメモリとして、ＲＯＭ６０２又はＨＤＤ６１３に格納されたプログラ
ムを読み出して実行することによって、図７（ｂ）に示す機能構成として機能する。尚、
以下に示す処理の全てがＣＰＵ６０１によって実行される必要はなく、処理の一部または
全てがＣＰＵ６０１以外の一つまたは複数の処理回路によって行われるように画像処理装
置１が構成されていてもよい。
【００３６】
　画像処理装置１は、入力部７０４と、校正部７０５と、評価部７０６と、を有する。入
力部７０４は、画質評価用チャートをスキャナやカメラなどの画像読取装置で読み取って
得られるスキャン画像データと、画質評価用チャートを測色計で測定して得られる各パッ
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チの測色データと、を入力する。本実施形態におけるスキャン画像データは、各画素の画
素値をＲＧＢ各１６ビットで表現する画像を表す画像データである。また、本実施形態に
おける測色データは、チャート内の各パッチに対応する測色値としてＸＹＺ値を有するデ
ータである。
【００３７】
　校正部７０５は、スキャン画像データと測色データとに基づいて、スキャン画像の画素
値と測色値との色合わせにより、ガンマ補正テーブル及びカラープロファイルを修正する
。評価部７０６は、修正されたガンマ補正テーブル及びカラープロファイルに基づいてス
キャン画像を色変換し、色変換したスキャン画像に基づいて画質評価を行う。
【００３８】
　＜画像処理装置が実行する処理＞
　図８（ｂ）は画像処理装置１が実行する処理を示すフローチャートである。Ｓ８１１に
おいて、入力部７０４は、スキャン画像データと測色データとを入力する。本実施形態に
おいては、ユーザに指定されたスキャン画像データ及び測色データを、ＨＤＤ６１３など
の記憶装置から入力する。
【００３９】
　Ｓ８１２において、校正部７０５は、スキャナの色校正を行う。以下、Ｓ８１２におけ
る色校正処理の詳細を、図１０（ａ）のフローチャートを用いて説明する。Ｓ１００１に
おいて、校正部７０５は、スキャン画像における各パッチ内の測定領域の画素値を取得す
る。
【００４０】
　Ｓ１００２において、校正部７０５は、取得した測定領域の画素値のＲ，Ｇ，Ｂそれぞ
れの平均値を算出する。各パッチに対応する平均値をｐＲ，ｐＧ，ｐＢとする。平均値の
算出は全てのパッチに対して行う。Ｓ１００３において、校正部７０５は、各パッチにつ
いて、平均値（ｐＲ，ｐＧ，ｐＢ）と、測色値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）と、の色合わせ処理を行う
。本実施形態における色合わせ処理においては、平均値（ｐＲ，ｐＧ，ｐＢ）をガンマ補
正テーブルとカラープロファイルとを用いてＸＹＺ値に変換した際に、測色値（Ｘ，Ｙ，
Ｚ）との誤差が最小となるように最適化処理を行う。本実施形態における最適化処理には
、公知のＤＬＳ（減衰最小二乗法）を用いる。最適化処理により、ガンマ補正テーブル及
びカラープロファイルのパラメータが修正される。
【００４１】
　Ｓ８１３において、評価部７０６は、スキャン画像について、画質に関する評価値を算
出する。以下、Ｓ８１３における画質評価処理の詳細を、図１０（ｂ）のフローチャート
を用いて説明する。Ｓ１０１１において、評価部７０６は、パラメータが修正されたガン
マ補正テーブル及びカラープロファイルを用いて、スキャン画像の色を変換する。色変換
により、画素値（Ｒ，Ｇ，Ｂ）は色信号値（Ｘ，Ｙ，Ｚ）に変換される。
【００４２】
　Ｓ１０１２において、評価部７０６は、画質の評価値を算出する。本実施形態において
は、評価値として、対象となるパッチの粒状性やバンディングなどのノイズ量を示す値を
算出する。具体的には、評価部７０６は、色信号値Ｙを各画素に有する画像を周波数変換
する。周波数変換により得られた周波数成分に対して視覚特性フィルタを適用し、得られ
た値をパッチごとに積分して１つの評価値とする。ここで、人間の目の視覚特性として、
ノイズ量の感度はパッチの明度に応じて変化することがわかっている。このため、客観的
な評価値を測定する場合には、スキャン画像の明度と測色値の明度との差が小さいことが
好ましい。
【００４３】
　Ｓ１０１３において、評価部７０６は、画質の評価値を出力する。本実施形態において
は、パッチごとの評価値を表示装置６１５に表示する。
【００４４】
　＜第３実施形態の効果＞
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　以上説明したように、本実施形態における画像処理装置は、フレアの影響が抑制される
チャートを測定したデータを基に色校正及び画質評価を行った。これにより高精度に色校
正を行うことができる。また、主観的な評価値と相関の高い客観的な評価値を得ることが
できるため、高精度に画質評価を行うことができる。
【００４５】
　＜変形例＞
　本実施形態においては、ガンマ補正のためのパラメータをテーブルとして保持している
例を示したが、ガンマ補正係数など他の形式でパラメータを保持してもよい。
【００４６】
　［その他の実施形態］
　本発明は、上述の実施形態の１以上の機能を実現するプログラムを、ネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。また
、１以上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。
【符号の説明】
【００４７】
　１　画像処理装置
　４１０　チャート
　５００　チャート
　７０１　条件設定部
　７０２　配置部
　９００　チャート

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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